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レポートボックス １ー３　応用線形代数

1. f(x1, x2) = e2x2 − ex1+x2 + 3
2e

2x1 − ex2 − 2ex1 とする．

(a) f(x)の極小点もしくは極大点 x∗を求めよ．

(b) ∇2f(x∗)を計算し，この行列から x∗が極小点，極大点，最小点，最大点もしくはいずれ
でもないか判断せよ．

2. Qを n次実正定値対称行列としたとき，任意の正整数 kに対してQk も正定値対称行列になる
ことを帰納法を用いて示せ．

3. ベクトル空間を Rn×nとし，O ̸= A ∈ Rn×nを固定する．以下の集合が部分空間となる場合は
その証明をし，部分空間にならない場合はその理由を述べよ．

(a) {X ∈ Rn×n | AX = O}

(b) {X ∈ Rn×n | XAX = O}

(c) {X ∈ Rn×n | XT = −X}

(d) {X ∈ Rn×n | X は非負定値行列 }
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